
C/N 制御ユビキチンリガーゼ ATL31 は，SNARE である SYP121 と相互作用することで 

うどんこ病菌の侵入に対抗するためのパピラ形成を調節している 

 

植物の二大栄養素である糖（炭素源，C）と窒素（N）の代謝はクロストークして

います。そのため，環境や生育段階に応じて互いの量的バランス（C/N）を適切に制御する

ことは，植物の健全な生育のみならず，病原体への抵抗反応にも重要です。私たちはこれ

までにシロイヌナズナを用いて，C/N 制御因子であるユビキチンリガーゼ ATL31 が，病原

性細菌への抵抗性にも機能していることを発見しています（Sato et al., Plant J., 2009; 

Maekawa et al., Plant Mol. Biol. 2012）。 

今回の論文で私たちは，ATL31 の新規相互作用因子として細胞膜局在型 SNARE

である SYP121 を同定しました。この syp121 変異体は，atl31 変異体と同様に，C/N スト

レスに過剰応答しました。SYP121 は，うどんこ病菌が植物葉に侵入する部位に特異的に集

合することで，侵入のバリアーとなる特殊な細胞壁である「パピラ」の形成に重要なはた

らきを示します。そこで，ATL31 のうどんこ病菌感染時の細胞内局在を観察したところ，

通常時は細胞膜にのみ局在している ATL31 が，SYP121 と同様にうどんこ病菌侵入部位に

集合している様子が観察されました（図左）。次に，うどんこ病菌への抵抗性を検証した結

果，ATL31 過剰発現体（35S-ATL31）は syp121 変異体とは逆に侵入率が低下しており（図

右），それはパピラ形成の速度が増加しているためでした。これらのことから，ATL31 は

SYP121 とともにパピラ形成に関与しており，その結果，C/N 応答のみならず，うどんこ病

菌への抵抗性に重要なはたらきをもっていることが分かりました。 
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緑：ATL31-GFP 

赤：細胞壁及びうどんこ病菌 
 

図.うどんこ病菌侵入時の ATL31 の局在（左）と，うどんこ病菌侵入率（右） 
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